
第 44 期棋聖戦 第 2 局（川越対局）
関連イベント実施報告書

2020 年 3 月吉日
囲碁棋聖戦川越対局実行委員会

実行委員長　関口　一郎

　囲碁のタイトル戦「棋聖戦」を川越に誘致、蓮馨寺様の全面的なご協力を
いただき、2020年1月20日（月）と21日（火）の両日、「第44期棋聖戦第2局」
が蓮馨寺本堂で開催されました。
　それに伴い「市民・囲碁ファン・棋士が一体となって創出する囲碁の魅力」
というコンセプトのもと、3日間にわたって多彩な関連事業を実施しました。
県内外から多くの方の参加をいただいてどの企画もほぼ満席となり、「囲碁の
まち・川越」を全国的にアピールすることができました。
　3度目の川越開催となる今回は、「まちを挙げての棋聖戦」という位置づけ
をさらに進め、関係各位の多大なご支援・ご協力をいただき、つつがなく終
了することができました。今後は、囲碁をテーマとする活動が川越の新たな文化として定着、発展することを願い、
また、地域活性化の一助となり、市民活動を誘発する存在となるよう、関係者一同力を合わせ努めてまいります。
　
【１】「igoキッズフェスタ」
　●実施日時：2020年1月19日（日）9:30 ～ 11:30　　●会場：蓮馨寺 講堂　　●参加者数：50人（保護者を含む）
　●講師：川越igoまち倶楽部、大学囲碁部の学生、埼玉県庁碁友会など
　●事業内容：初心者は「やさしい囲碁講座」、経験者は大盤を使った練習問題・自由対局・指導碁など　

【２】 「百面打ちフェスタ」
　●実施日時：2020年1月19日（日）13:00 ～ 16:35　　●会場：蓮馨寺 講堂　　●参加者数：95人
　●参加棋士
　 武宮正樹　九段 金　秀俊　九段 平田智也　七段 平本弥星　六段 平野則一　五段 
 大澤奈留美　四段 大西研也　四段 広瀬優一　四段 中山　薫　三段
　●事業内容：1人の棋士が５～６人を相手に対局。憧れのプロ棋士と対局できるとあって参加者の満足度は高かったよ
うです。併せて、川越観光も楽しんでいただきました。

【３】「前夜祭」
　●実施日時：2020年1月19日（日）18:00 ～ 20:00 　　●会場：小江戸蔵里「八州亭」
　●参加者数：140人（棋士14人、来賓、囲碁ファン、igoまちキッズと保護者、マスコミ他）
　●事業内容：対局者への花束贈呈、対局者の決意表明、歓談、アマチュア囲碁大会「小江戸川越igoまち戦」上位入賞者表彰、
igoまちキッズへの記念メダル贈呈、読売教育賞優秀賞プレート授与、第2局の見どころ解説など。八州亭始まって以来
の来客数と驚嘆された会場は、棋士・来賓・囲碁ファン・igoまちキッズと保護者たちで大賑わい。この様子に井山棋
聖も驚かれ、決意表明の挨拶で「こんなに熱気があって人口密度の高い前夜祭は初めてです！」と話されました。日本
棋院の小林理事長、理事の佐川八重子氏にもお越しいただきました。セレモニーにはigoまちキッズも登場し、子ども
の育成を重点事業とする川越の姿を披露できたのではないかと思います。

【４】「棋聖戦　昼食後の観戦」　　※棋聖戦１日目、2日目
　●実施日時：2020年1月20日（月）、21日（火）　　●会場：蓮馨寺 本堂　　●参加者数：70人
　●事業内容：一般的に、真剣勝負の対局はホテルや名旅館の特別室で行われることが多く、公開されておりませんが、川
越対局では、ファンサービスとして一般観戦が実現。わずかな時間ではありましたが、対局場の緊迫した空気感に触れ
る貴重な機会となりました。

【５】「指導碁」　　※棋聖戦１日目
　●実施日時：2020年1月20日（月）13:30 ～ 16:30（2回実施）　　●会場：蓮馨寺 講堂　　●参加者数：40人
　●指導棋士：酒井真樹九段、金　秀俊　九段、青木喜久代八段、安斎伸彰七段
　●事業内容：五面打ちなので、棋士とじっくり打つことができ、終局後は、指導棋士から個別に丁寧な解説もあって、参
加者は大満足だったようです。

【６】「大盤解説会」　　※棋聖戦２日目
　●実施日：2020年1月21日（火）14:00 ～ 18:00　　●会場：蓮馨寺 講堂　　●参加者数：120人
　●解説：金　秀俊　九段、聞き手は大澤奈留美四段
　●事業内容：会場は、立ち見が出るほどの盛況ぶり。金秀俊九段の軽妙な解説と、聞き手の大澤奈留美四段のコンビで会
場は終始和やかムード。途中、平田智也七段と大矢浩一九段も飛び入りで解説に加わり、「次の一手クイズ」でさらな
る盛り上がり。当選者には、金九段の著書がプレゼントされました。解説会は４時間に及びましたが、参加者は、臨場
感あふれる解説を堪能したようです。

2020 年 1 月 20 日（月）　会場：蓮馨寺講堂「指導碁」

2020 年 1 月 21 日（火）　会場：蓮馨寺講堂「大盤解説会」

「山屋」玄関へのアプローチ

会場全景 指導風景（酒井真樹九段） 指導風景（金　秀俊九段）

平田智也七段が飛び入りし、3人で楽しいトーク

大盤解説（左から金九段、青木八段、
1人おいて安斎七段）

指導風景（青木喜久代八段） 指導風景（安斎伸彰七段）

客席の様子 次の一手クイズ（じゃんけんで当選者を決める）

次の一手クイズ賞品（金九段の著書）盛り上がる会場

解説者・金　秀俊九段と聞き手・大澤奈留美四段

棋聖戦対局会場：蓮馨寺本堂 棋聖戦対局終了後集合写真 2020 年 1 月 21 日（火）　蓮馨寺講堂

蓮馨寺本堂



「前夜祭」「百面打ちフェスタ」

歓談（河野九段を囲んで） 歓談（大西四段）

歓談（金九段） アマチュア囲碁大会「小江戸川越 igo まち戦」
上位入賞者表彰

棋聖戦見どころ解説
（左から大澤四段、武宮九段、平田七段、金九段）

前夜祭会場全景 司会
（大澤摩耶さん）

来賓挨拶
（中野県議）

閉会挨拶
（水村副会長）

決意表明（左：井山棋聖、右：河野九段）

igo まちキッズに
棋聖戦記念メダル授与

齋藤事務局長に
「読売教育賞」
優秀賞プレート授与

igo まちキッズと対局者記念撮影

乾杯の瞬間歓迎の言葉 激励の言葉 乾杯 井山棋聖の周りに集まるファン

井山棋聖と igo まちキッズ

主催者挨拶（左から関口実行委員長、
読売新聞東京本社編集局 前田次長、日本棋院 小林理事長）

（左から川合市長、川越商工会議所 立原会頭、
蓮馨寺 粂原住職）

2020 年 1 月 19 日（日）
会場：小江戸蔵里「八州亭」
撮影：石川　真氏

2020 年 1月 19 日（日）
会場：蓮馨寺講堂
撮影：石川　真氏

広瀬優一四段大西研也四段 中山薫三段平野則一五段

igo まちキッズ（広瀬四段）igo まちキッズ（武宮九段）

大澤奈留美四段

検討・談笑（金九段）

平田智也七段 平本弥星六段

開会セレモニー
（左から齋藤事務局長、関口会長、武宮正樹九段）

会場：蓮馨寺講堂

会場風景会場風景 武宮正樹九段

金秀俊九段

受付風景棋聖戦看板
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